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インターバンクの声 （2016 年 6 月 9 日） 
 

今週は、ここまで米国の主要経済指標の発表もなく、どうしても先週末の低調だった

雇用統計やイエレン連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長の利上げ時期を明示しなか

った講演発言を引きずりやすい相場になってしまっている。昨夜の海外市場のドル/

円も、週明けの東京市場の朝にどうにか下げ止まった１０６円中盤近くまで円が買わ

れ、ドル買いのポジションを持ち続けている人々にとってはストップをどのレベルに置

くべきか悩ましい展開となった。わずかに残っていた来週の連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）での利上げ観測も、昨日には完全になくなってしまっていたようだ。こうな

ると７月の利上げの確率もかなり低下しているはずで、いよいよ来週以降、来月中盤

頃までの米経済指標の内容が重要になってくる。とりわけ雇用の項目を含んだ指標

や来月８日の雇用統計での就業者数の伸びが２ヵ月連続の低迷になるかが鍵だろ

う。英国の欧州連合（ＥＵ）からの離脱の是非を問う国民投票の行方も少なからずド

ル/円の動きに影響を与えそうだ。 
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